
無断転載・無断利用禁止

1 マルチ・メディアの使用

2 メディア教材の選択

3 ノートテーキングのスキル向上

1
『現代コミュニケーション学』をベースとし
た教材作成（スピーチ・コミュニケーショ
ン論用）

1991年11月〜1992年8月 議論学国際学術会議　査読委員

　その他

1991年11月～現在 National Communication Association（旧Speech Communication Association）会員

2006年 『Communication and Critical/Cultural  Studies』誌の査読

2002年6月～2010年5月
『ヒューマン・コミュニケーション研究』及び『スピーチコミュニケーション教育』誌の査
読

　同学会　年次大会・プログラム・プランナー（2002年6月～2010年6月）

　同学会　理事（学術局長）（2006年6月～2010年5月）

　同学会　理事（企画）（2010年6月～2012年5月）

1993年5月～現在 日本コミュニケーション学会　会員

　同学会　理事（副学術局長）（2002年6月～2006年5月）

　同学会　ジャーナル編集長（2004年6月～2006年5月）

4　その他教育活動上特記すべき事項

　学会等および社会における主な活動（学外の委員、役職等）

年月日 活動内容

2　作成した教科書、教材、参考書

『現代コミュニケーション学』（著書）の各章を補完する映
画メディア教材を作成、様々な映画のシーン・クリップを集
めて教科書の内容を理解する助けとなる様な教材とした。

3　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

1　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

1998年4月～現在
授業において、学生の理解を促進する為映画等ビュアル
のマルチメディアを多用することで工夫した。

ビジュアル教材を選択する際、多くのポピュラー文化を用
いて、なじみやすい環境を作った。

単に授業を学ぶだけでなく、学生が集中してノートをとれ
る様な訓練になる話し方で講義を進める。
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